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弘前学院大学社会禍祉学部専任教員 2006年肢の研究業績*

本:以下においては、 2007年度現在の本学部専任教員が2006年肢は006年4月--2007年3月)に発刊・

発表した研究業譲〈粧し編著書，学術論文， r]頭発去のみ)を掲載する。掲載内容は各告の訂己

粛勝繁

く。また、掲載の順は五十音顕である。
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弘前学院大学社会悩祉学部専任教員 2006年度の研究業績

市岡利忠(教授)

著書、学術論文等の名称

[学術論文]

中.~:、共| 発行又は

~:等の別| 発表の年月 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称

1. Air circulation confinement 1共著 12006年7月1Abstract of the 361h International Conference 
experiments in the CEEF 1 1 on Environmental Systems 
-Changes in physical Conditions 
and health managements of 
Eco・nauts-

2. Air circulation confinement 1共著 12006年7月1Abstract of the 36th International Conference 
experiments in the CEEF 1 lon Environmental Systems 
-Workload and energy 
expenditures of Eco・nautsin 
closed habifation experiments-

3. Estrogen administration 1共著 12006年10月1]. Physiol. Sci 第56巻(6)
attenuates immobilization 
-induced akelesal muscle atrophy 
in male rats 

4.柳出邦男氏の「心のケア」
についての総括

5.東京水天宮助産師養成支援
制度

6.生理的刺激を利用した骨格
筋再生メカニズムの追求およ

び処方策の検討

[学会発表1
l.血管平滑筋の選択的な興奮

寒冷刺激とその観察法

2. 発育期におけるラヅト骨格
筋肥大に関するシグナル伝達

系の変化

3. Air circulation confinement 
experiments白血eCEEF-Changes 
in physical conditions and 
health managements of Eco-naut・

4. Air circulation confinement 
experiments in the CEEF 
-Workloads and energy 
expenditures of Eco-nauts in 
closed habifation experiments-

単著 12006年11月

単著 2007年 1H 

共著 2007年3月

共同 2006年7月

共同 2006年7月

共同 12006年7月

共同 12006年7月

1I本リハビリレーション病院施設協会誌103
i勺~.

助産雑誌第6P}(l)

平成16年度~18年度厚生労働省精神・神経
疾患研究委託費総括研究報行書

第14同日本運動ll:.理学会大会

第14rIJIR本運動生理学会大会

361h International Conference on Environmental 
Systems 

36th International Conference on Environmental 
Systems 

5. 冬期間における身体活動量|共同 12006年9月|第611fTIII本体力医学会大会
の検討-歩数から見た積常期と
非積雪期の比較.

6. 過負荷ストレスによる竹格|共同 12006年9月|第6111J1H本体力医学会大会
筋再生過杭の変化

7. 骨格筋1ft傷モデルマウスに|共同 12006年9月|第61回11本体力医学会大会
おける筋 Il}生過程に及ぼす

G-CSFの影響
8.循環系の諸臓器は日律神経|共同 120061r9 Ji 1第611111U キ;体力医学会大会
活動のIJiJじ累張効果を呈して
いるのだろうか?
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学術論文等の名称

9.加齢による萎縮筋のIwj
杭における細鞄内シグナ

1. I [1本体力医学会の立場か
らj生活習慣病対策“医学・体
力医学・栄養学・薬学・厚生
行政治、らのアプ口ーチ目

12. 本溢8
0

C没水時限 2
を反映するー

メi

第6I[叫日 医学会大会

The 57th International Astronautical 

日本体)J医学会関東地H会

日本生瑚学会大会




